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小金井市新庁舎・（仮称）新福祉会館建設基本設計業務委託 

設計者選考基本方針（案） 

 

１ 基本設計者選考に関する基本的な考え方 

⑴ 競争性、透明性のある方法で設計者を選考 

  ア 幅広い設計者の中から本市に最適な設計者を選考するため、単体企業だけでな

く、共同企業体での応募を認めるなど、参加資格を工夫する。 

  イ 選考過程の透明性確保とあわせ、設計する『人・組織』の能力を評価し、柔軟

な対応力を持つ設計者を選考するため、公開プレゼンテーションを実施する。 

 ⑵ 本事業に有効な高い能力を持つ優れた設計者を選考 

  ア 清掃関連施設の撤去後までを見通した庁舎建設予定地全体の整備完了イメー

ジを描き、新庁舎建設基本計画、（仮称）新福祉会館建設基本計画等の理念を具

体化する優れた建築計画力、デザイン力、技術提案力及び業務遂行力を持つ設計

者を選考する。 

  イ 新庁舎及び（仮称）新福祉会館が有する各種機能を有機的かつ合理的に整理す

る実行力を持つ設計者を選考する。 

  ウ 市民との合意形成力及び庁内外の意思決定に必要かつ的確な判断材料を提供

できる高い能力を持つ設計者を選考する。 

  エ 早期竣工、費用縮減等を実現できる技術提案力を持つ設計者を選考する。 

 

２ 設計者選考方式 

本事業においては、設計段階でも要望を入れられること及び一定以上の技術力を有

する者を設計者として選考する必要があると考える。 

ついては、本市の特性を的確に捉えた技術提案を求めるとともに、取組体制、実績、

技術力等を総合的に評価することにより、優れた「設計者（人）」を選考する方式で

あるプロポーザル方式が、本市において最適な設計者選考手法であると考える。 

なお、「小金井市プロポーザル方式業者選考に関するガイドライン」では、プロポー

ザル方式の実施方法は、原則公募としており、指名型プロポーザルとすべき特段の理

由がないことから、公募型プロポーザル方式を採用することとし、小金井市新庁舎・

（仮称）新福祉会館建設基本設計委託事業者選考等委員会（以下「選考等委員会」と

いう。）において、基本設計者を選考することとする。 

 

資料３ 
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３ 参加表明者及び配置予定技術者の参加資格に関する方針（資料３－１） 

⑴ 参加表明者の企業形態について 

   広く応募者を募る考えから、単体企業に限定せず、設計共同企業体（以下「ＪＶ」

という。）での応募も可能とする。 

  ⑵ 参加表明者に参加資格として求める設計業務実績 

   平成２１年４月１日以降に国又は地方公共団体が発注した、延床面積６，０００

㎡以上の公共施設（いずれも平成２１年国土交通省告示第１５号別添二による建築

物の類型四、類型十一又は類型十二の第１類又は第２類（他の類型との複合用途施

設の場合は、建築物の延床面積のうち６，０００㎡以上の面積が類型四、類型十一

又は類型十二の第１類又は第２類）の用途であるものに限る。）の建設に関する基

本設計業務又は実施設計業務を元請で受託し、参加表明書の提出日現在において当

該設計業務が完了している実績を有する者 

⑶ 管理技術者及び各主任担当技術者に参加資格として求める設計業務実績 

   平成２１年４月１日以降に、延床面積６，０００㎡以上の施設（いずれも平成

２１年国土交通省告示第１５号別添二による建築物の類型四、類型十一又は類型

十二の第１類又は第２類（他の類型との複合用途施設の場合は、建築物の延床面

積のうち６，０００㎡以上の面積が類型四、類型十一又は類型十二の第１類又は

第２類）の用途であるものに限る。）の建設に関する基本設計又は実施設計業務の

実績を有すること。 

 

４ 設計者選考の実施に関する方針（資料３－２参照） 

  一次選考段階で全ての技術提案書の提出を求めることとする。 

 

５ 技術提案書についての方針（資料３－３参照） 

業務実施方針、技術提案テーマ（３項目）ごとにＡ３横１枚で計４枚とする。 

⑴ 業務取組方針 

 ⑵ 土地利用計画、建築計画及び合理的な施工計画に関する考え方 

 ⑶ 複合施設としての機能連携の考え方 

 ⑷ ライフサイクルコスト等の低減、コンパクトな施設建設、環境負荷軽減の考え方 

 

６ 一次選考に関する方針（資料３－４参照） 

⑴ 一次選考 
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参加資格は事務局において厳格に確認する。その結果、参加資格が認められな

い参加表明者は失格として選考等委員会に報告する。 

⑵ 一次選考の方式 

ア 一次選考は二次選考に進む５者を選定するものであり、二次選考に一次選考結

果は持ち越さないこととする。 

イ 一次選考には、多様な方式があるが、【投票方式】、【採点方式】、【順位採点方

式】の３方式から選考等委員会の協議により方式を決定することとする。 

 ⑶ 一次選考通過者名の公表 

   選考プロセスの透明性の観点から、一次選考通過者名は一次選考後、市のホーム

ページにて公表することとする。 

 

７ 技術提案書に関する事前質疑について（資料３－５） 

  一次選考において、二次選考に進む５者に対して事前に提案内容に関し質問して

おきたい内容があった場合は、プレゼンテーション及びヒアリングより前の段階

で、参加表明者に対し質疑を送付し、二次選考前にその回答を求めることを検討す

る（非公開）。 

 

８ 二次選考に関する方針 

 ⑴ 各技術提案テーマの配点 

各提案テーマの評価点について、他自治体でのプロポーザル事例等や「全ての

テーマに対して幅広い提案が期待できる」ことなどから、提案テーマごとに評価点

を変える傾斜配点ではなく、フラット配点とする。 

 ⑵ 市民に開かれた選考プロセスとするため、公開プレゼンテーションを行う。 

 ⑶ プレゼンテーション及びヒアリングにより、実際に設計を担当する技術者を評価

する。 

⑷ 設計料見積額の評価 

プロポーザル方式は本来見積額を評価すべきではないが、市の税金を執行する観

点から契約金額の妥当性を評価するため、評価項目として設定することとし、全体

に占める評価点の割合を低く設定することとする。 

⑸ 事業候補者及び次点者の選考 

合計点の最も高い者を事業候補者、第２位の者を次点者とする。 
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参考：国土交通省 告示 15 号 別添二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


